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香
取
遺
産

み
か
ん

中
島
睦
子
／
作

こ
う
や
す
す
む
／
監
修

　
冬
の
日
の
お
楽
し
み
は
、
こ
た
つ
に
入
っ

て
み
か
ん
を
食
べ
る
こ
と
。
甘
く
て
お
い
し

い
ね
。
み
か
ん
の
中
を
見
る
と
、
半
月
型
の

ふ
く
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
小
さ
い
つ

ぶ
つ
ぶ
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
お
い
し
い

ジ
ュ
ー
ス
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
み
か
ん
の
皮

を
む
か
な
く
て
も
、
い
く
つ
ふ
く
ろ
が
入
っ

て
い
る
か
わ
か
る
ん
だ
。
食
べ
た
後
の
み
か

ん
の
皮
を
使
っ
た
遊
び
も
紹
介
。

�

（
福
音
館
書
店
）

　農業機械・建設機械の体験学習が、12月15日に区画整理が進む府
馬地区の工事現場で行われました。
　見学会は、千葉県香取農業事務所の指導・協力のもと、府馬区画
整理工事を行う建設会社と香取市東部土地改良区が、子どもたちに
土地改良事業を理解し、農業・建設業に親しみを持ってもらうため
企画し、府馬小学校と八都小学校の₆年生が参加しました。
　子どもたちは、農業・建設機械の説明を熱心に聞き、初めて触る
機械を操作するなど、貴重な体験をしました。

どもたちが農業・建設機械を体験
区画整理工事現場見学会子

▲バックホウ運転体験

12月17日笑いを皆さんにお届け
　毎回大好評で今回も満員
御礼となった小見川出前寄
席が、よろず亭で行われま
した。
　₄人の出演者により落語
やマジックが披露され、出
演者たちは、巧みな話術と
演技で会場を魅了し、笑い
を提供。来場者たちは、年
末の楽しい1日を過ごしま
した。

12月13日伝統工芸の七宝焼きに挑戦
　今年度第₅回の開催と
なった、なでしこ学級が小
見川支所で行われました。
　今回は、七宝焼きに挑戦
し、2012年の干支である辰
をモチーフとした額絵を作
成。受講生たちは、「うま
くできない、難しい」と言
いながらも器用に筆を使い
装飾し、色鮮やかな作品を
焼きあげました。

Vol.68

　

吉
原
三
王
遺
跡
は
、
東
関
東
自

動
車
道
建
設
の
際
に
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
地
は
、
佐

原
香
取
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

潮
来
方
面
へ
５
０
０
ｍ
ほ
ど
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
遺
跡
の
北
西
約

1
・
5
㎞
に
は
、
下
総
国
一
の
宮

で
あ
る
香
取
神
宮
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら
中

世
の
遺
構
・
遺
物
が
多
く
み
つ
か

り
ま
し
た
。
中
で
も
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
は
、
溝
で

区
画
を
し
て
、
規
則
的
に
住
居
を

建
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
遺
跡
の
他
の
時
期

や
一
般
的
な
集
落
遺
跡
に
は
み
ら

れ
な
い
特
徴
で
す
。

　

規
則
的
に
配
置
さ
れ
た
住
居

跡
か
ら
は
、
墨ぼ

く

書し
ょ

土ど

器き

が
多
数

出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

墨
書
に
は
、
当
遺
跡
を
含
む
周

辺
の
地
名
で
あ
る
「
吉
原
大
畠
」

「
大
畠
」
な
ど
を
記
し
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
、

1
1
6
2
（
応お

う

保ほ

2
）
年
の
「
大お

お

禰ね
ぎ
さ
ね
ふ
さ
ゆ
ず
り
じ
ょ
う

宜
実
房
譲
状
」（『
千
葉
県
史

資
料
』）
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
さ
ら
に
古
い
時
代
か

ら
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

9
世
紀
前
半
の
墨
書
土
器
に

は
、「

 

香
取
郡
大
坏
郷
中
臣

人
成
女
之
承

」「
香
取
郡
大
坏

郷
中
臣
人
成
女
賛

年
四
月

十
日
」「

 

道
女
替
進
上
」「

加
万
附
申
上
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
大お

お
つ
き
ご
う

坏
郷
中な

か

臣と
み

氏し

か
ら
の
人
の
貢
進
交
替
に

か
か
わ
る
も
の
で
す
。

　
「
香
取
郡
大
坏
郷
」
は
、
7
５
０

（
天

て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

平
勝
宝
2
）
年
の
治
部
省

牒
（『
大
日
本
古
文
書
』）
に
「
下

総
国
香
取
郡
神
戸
大お

お

槻つ
き

郷ご
う

」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
香
取
神
宮
に
封
ぜ

ら
れ
た
神
戸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
神
戸
と
は
、
律
令
制

の
も
と
で
神
社
に
所
属
し
て
租そ

・

庸よ
う

・
調

ち
ょ
う
を
納
め
、
神
社
の
経
済
を

支
え
た
民
の
こ
と
で
す
。

　

吉
原
三
王
遺
跡
は
、
香
取
神
宮

神
戸
に
封
ぜ
ら
れ
た
集
落
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
墨
書
土

器
は
、
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
中
臣

氏
が
9
世
紀
前
半
に
は
当
集
落
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
中
臣
氏
は
、
古
代
か
ら
神

事
や
祭さ

い

祀し

を
司
っ
て
き
た
一
族
で

す
。
大
化
改
新
後
、
中
臣
鎌
足
は

藤
原
姓
を
賜
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

降
も
中
臣
氏
自
体
は
多
く
の
神
社

の
禰
宜
神
主
を
歴
任
し
て
ゆ
き
ま

す
。

　

出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
香
取

神
宮
神
戸
の
姿
を
語
る
資
料
と
し

て
、
平
成
23
年
3
月
18
日
付
け
で

千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

※
文
中
の

は
判
読
不
能
文
字

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課�

☎
（50）
1
2
2
4

香取神宮に封ぜられた
神
か ん

戸
べ

の集落跡

「吉
よし

原
わら

三
さん

王
のう

遺
い

跡
せき

」

▲「佐原市吉原三王遺跡」　発掘調査報告書より

　商店街や、家々の正月飾りも外
され、まちは平常に戻りつつあり
ます。古来、正月の松飾りを飾っ
ておく「松の内」は、元旦から15
日でしたが、現代の「松の内」は、
場所によって異なるものの、1週
間というのが一般的のようです。
　「いつまでも正月気分でいると
政治と経済に支障を来す」という
のが、短縮の理由か否かは定かで
はありませんが、寛文₂年（1662
年）の₁月₆日、江戸幕府から「₁
月₇日をもって飾り納めをするよ
うに」との通達があり、そこから
関東を中心に広まったと言われて
います。
　今年の三が日は、穏やかな天候
に恵まれ、皆さんも思い思いの時
間を過ごされたことと思います。
　私も、₁年に一度いただける連

休を利用して外出しましたが、屋
根のブルーシートをはじめ、震災
の傷あとを目にするたび、つらい
現実に胸が痛みました。しかし、
市民の皆さんが共に助け合い、支
え合う姿も目にすることができま
した。
　復興に向けて、いよいよこれか
らが正念場。確実に、その礎を築
けるよう進めてまいります。
　さて、昨年立ち上げた婚活事業
も好調で、会員数は現在310人。
男女の比率もちょうど半々で、す
でに30組ものカップルが誕生して
いる模様です。そして先日、その
中の₁組が₅月に結婚するという
吉報を耳にしました。
　まだ寒さが身にしみる毎日です
が、一足早い春の訪れに、心も温
まりました。

市長歳時記


